
若

山

為

賀

直

哉

一一一一一‘
と
士
山

は

じ

め

に

広
島
市
出
身
の
洋
画
家
、
若
山
為
三
(
一
八
九
三
l
一
九
六
一
)
に
つ
い
て
知
る

人
は
、
若
山
の
地
元
広
島
で
も
少
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
旧
制

忠
海
中
学
に
学
ん
だ
後
、
広
島
の
地
を
離
れ
、
奈
良
、
東
京
を
中
心
に
活
躍
し
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
平
成
三
年
(
一
九
九
一
)
広
島
市
現
代
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
広
島

の
美
術
の
系
譜
」
展
に
、
「
黒
い
服
の
婦
人
」
、
「
母
子
像
」
の
二
点
が
出
品
さ
れ
、

強
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
重
厚
な
画
面
構
成
を
持
つ
彼
の
作
風
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
同
展
の
図
録
に
は
、
迫
中
陽
子
氏
の
手
に
よ
る
若
山
の
伝
記
、
出
品

(住
l
)

そ
の
活
動
の
一
端
が
見
え
出
し
て
き
た
。

歴
な
ど
も
紹
介
さ
れ
、

こ
の
よ
う
な
若
山
の
絵
画
に
つ
い
て
、
現
在
、
そ
の
作
風
を
中
心
と
し
た
様
式
史

的
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
か
を
問
う
と
、
不
充
分
で
あ
る
と
の
回
答
が
返
っ
て

こ
よ
う
。
日
本
美
術
史
上
、
燦
然
と
輝
く
洋
画
家
と
し
て
若
山
は
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、

む
し
ろ
忘
れ
ら
れ
た
画
家
の
一
人
で
あ
る
と
論
じ
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
理

永

回

雄

次

郎

由
を
解
読
す
る
必
要
も
あ
り
そ
う
だ
。
以
上
の
点
か
ら
、
今
後
、
多
く
の
作
品
を
比

較
検
討
し
、
そ
の
答
を
出
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
若
山
の
人
物
像
が
、
文
学
者
、
志
賀
直
哉
(
一
八
八
三
l
一
九
七
一
)
を
通

し
て
、
あ
る
程
度
浮
び
上
が
っ
て
く
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
志
賀
に
と
っ
て
若
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山
は
、
そ
の
生
涯
に
わ
た
る
、
も
っ
と
も
親
し
い
友
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
文
学
作

品
、
日
記
な
ど
に
若
山
の
名
前
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
交
友
の
様
子
が
語
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
文
豪
と
し
て
日
本
の
文
学
史
に
そ
の
名
を
遣
す
志
賀
に
と
っ
て

若
山
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
も
芸
術
家
の
創
作
活
動
へ
の

働
き
か
け
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
問
題
と
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
主

に
志
賀
を
通
し
て
語
ら
れ
る
若
山
為
三
の
姿
を
紹
介
す
る
の
が
本
稿
の
趣
旨
で
あ
り
、

純
粋
な
美
術
史
的
研
究
と
は
少
し
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
最
初
に
断
つ

て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

ト)
若
山
為
三
の
簡
単
な
経
歴
を
書
き
出
す
こ
と
か
ら
本
章
を
始
め
よ
う
。
明
治
二
六



年
(
一
八
九
三
)
三
月
二

O
日
に
広
島
市
天
満
町
に
生
ま
れ
。
旧
制
広
島
県
立
忠
海

中
学
に
学
ん
で
い
る
。
そ
の
後
は
広
島
を
離
れ
、
満
谷
国
四
郎
(
一
八
七
四

l
一
九

一
三
ハ
)
や
中
村
不
折
(
一
八
八
六
!
一
九
四
三
)
に
師
事
し
た
ら
し
い
。
い
ず
れ
も

太
平
洋
画
会
に
深
い
関
係
を
持
っ
た
人
物
で
あ
り
、
若
山
自
身
も
同
会
に
出
品
し
て

い
る
。
こ
の
時
代
は
神
奈
川
県
の
大
磯
町
や
小
田
原
市
に
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る

が
、
大
正
一
一
年
(
一
九
二
二
)
に
渡
仏
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、

パ
リ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ラ
ン
ソ
ン
で
モ

l
リ
ス
・
ド
ニ
に
、

カ
デ
ミ
1
・
グ
ラ
ン
シ
ヨ
ミ
エ
l
ル
で
シ
ャ
ル
ル
・
ゲ
ラ
ン
に
学
ん
で
い
る
。
こ
の

渡
仏
中
、

サ
ロ
ン
・
ド
ウ
ト
ン
ヌ
に
入
選
も
し
て
お
り
、
大
正
=
二
年
(
一
九
二
四
)

帰
朝
時
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
帰
り
の
新
進
気
鋭
の
エ
リ
ー
ト
画
家
と
し
て
の
自
負
も
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

帰
朝
後
は
、
主
と
し
て
日
本
美
術
院
洋
画
系
部
会
(
小
杉
放
庵
等
)
や
草
土
社

(
岸
田
劉
生
等
)
が
設
立
し
た
春
陽
会
を
中
心
に
活
躍
し
、
昭
和
二
年
(
一
九
二
七
)

に
は
春
陽
会
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

一
般
に
彼
は
春
陽
会
の
画
家
と
紹
介
さ
れ
る
。

広
島
の
春
陽
会
の
画
家
と
し
て
田
中
万
吉
(
一
八
九
五
|
一
九
四
五
)
の
名
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
田
中
と
若
山
の
画
風
を
比
較
す
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
若

山
と
同
様
、
田
中
も
渡
仏
し
て
お
り
、
大
正
二
ニ
年
に
ア
カ
デ
ミ
ー
・
コ
ラ
ロ
ッ
シ
ユ

で
学
び
、
昭
和
三
年
(
一
九
二
八
)
に
帰
国
し
て
い
る
。
渡
仏
中
に
描
か
れ
た
「
横

た
わ
る
裸
婦
」
、
「
う
つ
む
け
る
女
」
な
ど
の
彫
り
の
深
い
少
し
角
ば
っ
た
顔
、
太
い

輪
郭
線
、
強
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
使
用
は
、
若
山
の
同
時
期
の
作
品
「
黒
い
服
の
婦

人
」
な
ど
と
驚
く
ほ
ど
似
て
お
り
、
こ
の
画
風
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
画
壇
に
学
び
、

春
陽
会
と
い
う
会
派
の
画
家
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
も
解
さ
れ
よ
う
。
そ
の

意
味
で
は
、
若
山
も
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
の
フ
ラ
ン
ス
直
伝
の
絵
画
様
式
を
日
本

に
持
ち
込
ん
だ
モ
ダ
ン
な
洋
画
家
の
一
人
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

田
中
万
吉
が
帰
朝
後
、
昭
和
六
年
(
一
九
三
一
)
広
島
に
戻
っ
た
の
に
対
し
、
若

山
為
三
は
奈
良
市
上
高
畑
町
に
居
を
構
え
る
。
当
時
、
奈
良
の
高
畑
周
辺
の
様
子
を

阿
川
弘
之
は
『
志
賀
直
哉

下
』
で
、
「
も
と
も
と
パ
ル
ビ
ゾ
ン
村
に
風
景
が
似
て

ア

ゐ
る
と
い
ふ
の
で
、
久
里
四
郎
や
フ
ラ
ン
ス
帰
り
の
若
山
為
三
、
中
村
義
夫
ら
が
住

〔注
2
)

み
つ
き
、
芸
術
家
コ
ロ
ニ
ー
を
作
っ
て
ゐ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
奈
良
で
の
生

活
が
若
山
と
志
賀
を
結
び
つ
け
る
の
で
あ
る
。

大
正
一
三
年
の
帰
国
後
、
若
山
が
上
高
畑
町
に
間
も
な
く
住
し
た
の
に
対
し
、
志

賀
は
若
山
に
少
し
遅
れ
る
大
正
一
四
年
(
一
九
二
五
)
、
高
畑
に
近
い
幸
町
に
引
っ

越
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
洋
画
家
、
久
里
四
郎
の
強
い
勧
め
が
あ
っ
た
。
久
里
は
学
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習
院
時
代
の
志
賀
と
同
級
生
で
あ
り
、
芸
術
的
な
環
境
に
満
ち
満
ち
た
奈
良
の
こ
の

地
で
、
志
賀
は
久
里
と
交
友
の
あ
っ
た
若
山
を
知
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
志
賀
は
、
そ

の
後
、
昭
和
四
年
(
一
九
二
九
)
に
上
高
畑
に
家
を
新
築
し
転
居
し
て
い
る
。

志
賀
と
絵
画
の
関
係
は
、
彼
自
身
洋
画
を
描
く
趣
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
理

解
さ
れ
る
よ
う
に
、
き
わ
め
て
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
『
和
解
』
に
登
場
す
る
画
家

K
-
S
は
久
里
四
郎
を
意
味
し
、
『
清
兵
衛
と
瓢
箪
』
に
お
い
て
主
人
公
、
清
兵
衛

が
瓢
箪
収
集
か
ら
絵
画
を
描
く
こ
と
へ
、
そ
の
熱
中
す
る
も
の
に
変
化
が
生
じ
る
と

害
か
れ
る
こ
と
に
も
窺
わ
れ
る
。
奈
良
在
住
時
、
志
賀
と
の
交
友
関
係
を
持
っ
た
人

(注
3
)

物
も
大
半
は
洋
画
家
で
あ
っ
た
。
彼
自
身
の
絵
画
を
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
絵
画
を
通
し
て
、
若
山
と
志
賀
は
、
き
わ
め
て
親
密
な
交
際
を
持
つ

た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
昭
和
一
四
年
(
一
九
三
六
)
志
賀
の
若
山
宛
の
手
紙
に



「
六
号
静
物
を
描
き
、
門
前
の
小
僧
の
習
は
ぬ
絵
に
し
て
は
い
や
に
林
ゴ
が
丸
く
見

え
た
り
し
て
自
分
で
も
大
い
に
面
白
く
、
習
ひ
た
て
の
素
人
義
太
夫
の
知
く
、
で
き

{注
4
)

た
ら
持
っ
て
い
っ
て
是
非
君
に
も
見
て
貰
ひ
た
い
気
あ
り
」
な
ど
と
記
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
奈
良
時
代
の
志
賀
は
、
洋
画
家
と
の
み
付
き
合
っ
て
い
た
の
で
は
な

ぃ
。
大
正
一
四
年
、
武
者
小
路
実
篤
一
家
が
来
た
り
、
翌
年
網
野
菊
、
さ
ら
に
は
小

林
秀
雄
、
尾
崎
一
雄
な
ど
も
や
っ
て
来
て
、
芸
術
村
と
し
て
の
奈
良
高
畑
周
辺
の
感

が
す
る
。
東
大
寺
の
上
司
海
雲
と
の
生
涯
に
わ
た
る
交
友
も
、
こ
の
時
生
ま
れ
た
。

執
筆
生
活
の
面
で
は
、
大
正
一
五
年
(
一
九
二
六
)
以
来
書
き
続
け
ら
れ
て
い
た

『
暗
夜
行
路
』
後
編
も
昭
和
三
年
を
最
後
に
休
止
期
に
入
っ
て
い
る
。

こ
の
時
期
、

若
山
を
は
じ
め
と
す
る
友
人
た
ち
と
の
交
流
の
日
々
が
、
特
に
多
く
日
記
な
ど
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
の
若
山
と
志
賀
の
交
友
関
係
を
、
次
章
で
、
さ
ら
に
詳
細

に
見
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。

にj
若
山
と
志
賀
は
絵
画
に
関
す
る
こ
と
の
み
の
交
友
で
は
な
く
、
遊
ぶ
友
と
し
て
の

付
き
合
い
で
も
あ
っ
た
。
昭
和
六
年
一
月
七
日
付
の
日
記
「
若
山
、
木
下
と
花
園
に

〈注
5
}

ラ
グ
ビ
ー
試
合
を
見
に
行
く
」
、

一
月
八
日
「
中
村
に
誘
は
れ
今
日
も
花
園
の
ラ
グ

(注
6
)

ビ
l
見
物
を
す
る
、
若
山
木
下
と
四
人
で
行
く
」
と
い
う
記
事
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
未
定
稿
に
は
「
花
園
の
ラ
グ
ビ
ー
試
合
を
見
て
来
た
W
君
の
話
が
面
白
さ
う
な

の
で
、
『
今
度
連
て
行
っ
て
く
れ
な
い
か
』
と
い
っ
た
ら
『
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
は
|
』

(世
7
)

と
笑
は
れ
た
」
と
い
っ
た
断
片
が
遣
さ
れ
て
い
る
。
本
文
中
の

W
君
は
若
山
を
示
し
、

若
山
が
志
賀
に
ラ
グ
ビ
ー
の
お
も
し
ろ
さ
を
教
え
た
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の

ラ
グ
ビ
ー
は
大
学
ラ
グ
ビ
ー
で
、
当
時
、
き
わ
め
て
モ
ダ
ン
な
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、

知
識
階
級
な
ど
に
人
気
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
若
山
の
知
性
と
活
動
的
な
性
格
が
表

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

交
友
は
ラ
グ
ビ
ー
に
と
ど
ま
ら
ず
、
回
和
六
年
三
月
三
日
「
若
山
と
散
歩

〈注
8
)

夕
方
よ
り
小
野
邸
に
て
麻
雀
」
、
そ
の
麻
雀
も
昭
和
八
年
(
一
九
三
三
)

〈住
9
)

加
納
等
と
麻
雀
に
て
夜
明
し
」
な
ど
と
、
夜
を
徹
し
て
興
じ

か
J¥ 

っ
て
将
棋

一
月
二
八
日
「
若
山

て
い
る
姿
を
日
記
は
語
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
映
画
、
玉
突
、
花
札
と
、
あ
ら
ゆ
る

遊
び
に
若
山
は
付
き
合
っ
て
い
る
。
否
、
付
き
合
わ
さ
れ
て
い
る
と
評
す
る
べ
き
か
。

将
棋
六
勝
無
敗
」

昭
和
九
年
(
一
九
三
四
)
三
月
二
九
日
「
午
后
一
寸
若
山
訪
問

の
記
事
な
ど
は
微
笑
ま
し
く
も
あ
る
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
志
賀
の
姿
が
そ
こ
に
あ
る
。
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し
か
し
若
山
は
志
賀
の
怠
惰
に
付
き
合
っ
た
の
で
は
な
い
。
昭
和
六
年
一
月
三

O

日
の
日
記
で
は
、
「
後
藤
良
太
郎
、
石
原
求
リ
ュ

l
堂
来
る
、

コ
ロ

l
、
ア
ン
リ
ル

ツ
ソ

l
の
絵
を
持
っ
て
来
て
見
せ
る
、
積
田

山
、
小
野
等
を
呼
ん
で
見
せ
る
、

コ
ロ

皆
感
JL、
す【
る日小
L~ 見

と寺
記
し

パ
ル
ビ
ゾ
ン

若
山

中
村
、
新
井

遠

派
の
絵
画
に
対
す
る
高
い
評
価
か
ら
、
彼
ら
の
芸
術
へ
の
愛
好
の
傾
向
、
当
時
の
美

術
に
対
す
る
関
心
の
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
八
年
三
月
一
八
日
の

M
E
M
O
「
か
う
不
愉
快
な
事
続
い
て
は
か
な
は
ぬ
、

純
粋
に
仕
事
本
位
に
生
活
を
煮
つ
め
る
よ
り
道
な
し
、
怠
惰
救
ふ
べ
か
ら
ざ
る
我
れ

(
注
目
)

に
此
機
会
与
へ
ら
れ
た
る
事
と
思
ふ
べ
し
」
に
は
、
志
賀
自
身
の
気
持
の
揺
れ
と
焦

り
も
感
じ
る
が
、
彼
ら
と
の
交
友
は
、
彼
の
豊
か
な
創
作
活
動
へ
の
活
力
、
回
復
力



と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
あ
た
り
に
、
奈
良
時
代
の
志
賀
の
交
友
の
お
も
し

ヲ
つ
大
』
'
も
中
の
司
令
。

昭
和
一
五
年
(
一
九
四

O
)
か
ら
翌
年
に
か
け
て
書
か
れ
た
『
早
春
の
旅
』
で
、

「
奈
良
は
い
い
所
だ
が
、
男
の
児
を
育
て
る
に
は
何
か
物
足
ら
ぬ
も
の
を
感
じ
、
東

京
へ
引
越
し
て
来
た
が
、
私
自
身
は
未
だ
に
未
練
が
あ
り
、
今
で
も
或
時
小
さ
な
家

で
も
建
て
、
も
う
一
度
住
ん
で
見
た
い
気
が
し
て
い
る
。
殊
に
去
年
の
夏
、
苦
し
い

〔
注
目
}

病
気
で
寝
て
い
る
時
に
は
矢
も
楯
も
た
ま
ら
ず
奈
良
に
帰
り
た
か
っ
た
。
」
と
、
楽

し
か
っ
た
、

そ
し
て
、
決
し
て
怠
惰
の
み
に
終
始
し
な
か
っ
た
奈
良
時
代
を
回
顧
し

て
い
る
。
文
中
の
病
気
、
そ
れ
は
謄
石
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
心
配
し
た
若
山
へ

の
感
謝
の
情
に
あ
ふ
れ
た
若
山
宛
の
手
紙
も
存
在
す
る
。
そ
の
よ
う
な
交
友
の
中
心

に
若
山
が
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
を
次
の

章
で
明
ら
か
に
し
た
い
。

志
賀
は
、
昭
和
一
三
年
(
一
九
三
八
)
、
こ
の
思
い
出
深
い
奈
良
の
地
を
去
っ
て

東
京
に
居
を
移
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

国
志
賀
が
若
山
に
関
し
て
記
し
た
文
献
は
か
な
り
多
い
。
現
在
、

ほ
と
ん
ど
、
そ
の

人
と
な
り
や
活
動
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
洋
画
家
、
若
山
為
三
の
姿
は
、

こ
の
よ
う
な
志
賀
の
記
事
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
部
分
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と

も
思
わ
れ
て
く
る
。

「
若
山
為
三
君
は
私
に
と
っ
て
十
年
来
の
親
し
い
友
で
、
そ
の
聞
の
仕
事
は
引
続

〔設
H
}

き
見
せ
て
貰
っ
て
ゐ
る
。
」
と
、
昭
和
九
年
に
開
催
さ
れ
た
「
若
山
為
三
面
会
」

の

推
薦
文
は
始
ま
り
、
昭
和
一
五
年
の
「
若
山
為
三
邦
画
面
会
」
推
薦
文
「
若
山
君
に

対
す
る
、
又
若
山
君
の
絵
に
対
す
る
自
分
の
親
し
み
を
表
は
す
事
が
私
に
は
一
番
自

然
で
、
殊
更
ら
之
れ
を
讃
め
あ
げ
る
事
な
ど
は
内
輪
過
ぎ
て
却
っ
て
不
自
然
な
気
が

(
注
目
〕

す
る
」
に
も
、
奈
良
時
代
か
ら
の
、
こ
と
の
ほ
か
親
し
い
関
係
が
持
続
し
て
い
る
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。

志
賀
に
は
、
「
真
面
目
に
絵
の
事
を
常
に
考
へ
て
ゐ
る
。

そ
し
て
よ
く
絵
に
就
い

て
語
る
。
絵
か
き
が
真
面
目
に
絵
の
事
を
考
へ
、
そ
れ
に
就
い
て
よ
く
語
る
と
い
ふ

事
は
当
然
の
事
の
や
う
で
あ
る
が
、
絵
か
き
で
な
い
絵
か
き
の
多
い
中
で
、
こ
の
こ

(
注
目
〉

と
は
若
山
君
が
本
統
の
絵
か
き
で
あ
る
事
を
謹
按
だ
て
る
。
」
と
映
っ
て
い
る
。
決

し
て
、
個
展
の
推
薦
文
で
あ
る
が
ゆ
え
の
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
い
。
昭
和
五
年
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(
一
九
三

O
)
四
月
一
九
日
、
加
納
和
弘
宛
の
手
紙
で
も
、
「
近
頃
は
麻
雀
も
余
り
や

(
注
口
)

小
野
何
れ
も
絵
の
方
よ
く
勉
強
し
て
ゐ
る
」
と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
ず
若
山

ら
も
理
解
さ
れ
よ
う
。

若
山
の
ア
ト
リ
エ
の
様
子
に
つ
い
て
、
志
賀
は
『
早
春
の
旅
』
で
、
以
下
の
よ
う

に
描
写
し
て
い
る
。
「
一
方
の
壁
に
は
若
山
君
の
丹
念
な
模
写
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・

ヴ
イ
ン
チ
の
セ
ン
ト
・
ア
ン
ト
ワ
ン
ヌ
が
あ
り
、
も
う
一
つ
の
壁
に
は
戸
口
で
子
供

に
小
便
を
さ
せ
て
い
る
ミ
レ
l
の
小
さ
な
絵
の
模
写
が
か
け
て
あ
る
。
共
に
十
何
年

の
古
馴
染
だ
。
書
棚
の
上
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
、
小
さ
い
ブ
ロ
ン
ズ
の
裸
の
女
、
嘗
て
自

分
の
贈
っ
た
南
方
支
那
の
陶
器
の
壷
、
総
て
が
昨
日
見
て
、
又
今
日
見
る
品
々
で
あ
つ

い
は

J

と
、
昭
和
一
五
年
、
以
前
と
変
わ
る
こ
と
の
な
い
景
物
を
懐
か
し
ん
で
い
る
。

し
か
し
、

そ
の
ア
ト
リ
エ
は
、
「
大
雨
の
時
は
傘
を
さ
さ
ね
ば
居
ら
れ
ぬ
物
置
よ



り
も
ひ
ど
い
離
れ
の
乱
部
に
で
あ
り
、
若
山
は
「
大
き
な
腹
を
突
き
出
し
猿
又
一
つ

(
注
目
〉

の
姿
で
仕
事
の
上
の
取
組
合
を
し
て
ゐ
る
」
ら
し
く
、
そ
の
姿
を
志
賀
は
た
び
た
び

目
撃
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
「
午
后
若
山
訪
問
、
画
室
寒
く
風
邪
ひ
き
さ

う
に
札
砧
に
と
、
昭
和
九
年
二
月
一
一
一
日
の
日
記
は
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
阿
川
弘
之
に
よ
れ
ば
、
若
山
の
家
は
、
西
洋
風
の
門
に
凌
害
花
の
花
が
咲

〈
注
幻
}

き
、
「
タ
ロ
l
」
と
い
う
犬
が
い
た
ら
し
い
。

「
グ
ッ
ス
リ
寝
た
の
で
気
分
よ
し
、
若
山
訪
問
、

て
若
山
絵
の
手
本
に
持
ち
か
へ
(
砧
v

」
〔
昭
和
九
年
二
月
八
日
、

一
緒
か
へ
り
パ
ラ
の
花
を
き
っ

日
記
〕
と
、
お
互

い
の
上
を
往
復
し
合
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
芸
術
家
と
し
て
の
姿
勢
を
見
失
う
こ
と

の
な
か
っ
た
二
人
の
交
友
に
お
い
て
、
志
賀
に
と
っ
て
若
山
は
愛
す
る
絵
画
(
志
賀

は
大
正
一
五
年
に
「
座
右
宝
」
と
い
う
古
美
術
図
鑑
を
出
版
す
る
ほ
ど
の
鑑
賞
眼
を

持
っ
て
い
た
)
の
師
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
、
岡
和
八
年
一
一
月
四
日
の
日
記
「
午
后
奈
良
会
館
の
若
山
等
の
展

ら
ん
会
を
見
に
札
伐
に
と
、
志
賀
が
若
山
の
新
作
に
対
し
て
示
す
興
味
か
ら
も
窺
う

」
と
が
で
き
よ
う
。

〔
注
目
)
一

「
若
山
君
は
絵
の
所
調
技
術
で
は
既
に
或
る
所
へ
達
し
て
ゐ
る
。
」
と
評
し
な
が

ら
、
「
然
し
所
調
技
術
以
上
の
も
の
を
求
め
て
、
時
に
迷
ひ
、
時
に
我
無
者
羅
に
そ

{
注
目
)

れ
に
取
組
ん
で
行
く
様
は
ひ
と
ご
と
な
が
ら
見
て
い
い
感
じ
を
受
け
る
」
の
で
、
新

作
を
期
待
す
る
の
で
ろ
う
。
今
述
べ
た
よ
う
な
ア
ト
リ
エ
で
、
自
己
の
表
現
を
求
め

て
創
作
に
は
げ
む
若
山
に
芸
術
家
と
し
て
の
敬
意
を
表
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
可

能
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
若
山
も
、
創
造
性
に
あ
ふ
れ
た
洋
画
家
と
し
て
の
誇
り
を
持
つ

て
制
作
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

{
住
町
)

こ
の
こ
と
が
、
志
賀
を
し
て
「
ひ
と
ご
と
な
が
ら
見
て
い
い
感
じ
を
受
け
る
。
」

と
書
き
な
が
ら
、
人
ご
と
で
は
な
く
、
自
ら
愛
好
す
る
絵
画
の
親
し
い
師
と
し
て
見

る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

前
述
の
昭
和
一
四
年
の
手
紙
の
、
六
号
の
静
物
画
を
描
い
た
の
で
若
山
に
も
見
せ

た
い
と
い
う
内
容
や
、
周
年
四
月
二
七
日
、
若
山
宛
の
手
紙
の
「
僕
の
十
二
号
の
絵

一
ト
月
が
か
り
で
漸
く
出
来
上
っ
た
、
前
の
リ
ン
ゴ
よ
り
は
技
術
は
多
少
分
っ
て
来

た
や
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
矢
鱈
に
力
コ
ブ
を
入
れ
る
の
で
カ
チ
/
¥
に
な
り
、

最
初
の
リ
ン
ゴ
の
方
が
い
い
と
云
ふ
人
も
何
人
か
あ
る
、
最
初
よ
り
、

つ
ま
ら
な
く

て
は
面
白
く
な
い
が
、
僕
の
今
度
の
方
興
味
あ
り
、
い
づ
れ
、
夏
持
っ
て
行
っ
て
君

(
注
目
}

に
も
見
て
貰
ふ
つ
も
り
」
か
ら
は
、
趣
味
の
絵
画
制
作
に
対
し
て
、
若
山
を
頼
る
気

持
が
、
よ
り
具
体
的
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

83 

た
だ
し
、
志
賀
に
と
っ
て
、
絵
画
の
師
、
若
山
は
、
そ
の
手
紙
の
表
現
か
ら
も
理

解
で
き
る
よ
う
に
、
厳
格
な
絵
画
の
師
匠
で
は
な
く
、
親
し
い
交
友
の
場
に
あ
る
ア

ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
で
も
あ
っ
た
。
志
賀
の
友
人
と
し
て
は
、
梅
原
龍
三
郎
(
一
八
八
八
|

一
九
八
六
)
な
ど
、
現
代
画
壇
の
中
心
的
画
家
も
数
多
く
存
在
す
る
。
だ
が
、
彼
の

趣
味
の
絵
画
の
師
と
し
て
は
(
師
と
呼
ぶ
こ
と
が
妥
当
な
の
か
ど
う
か
も
問
題
で
は

あ
る
が
)
、
気
や
す
さ
の
中
に
絵
画
を
語
り
合
え
る
友
人
で
あ
る
こ
と
の
方
が
、

よ

り
妥
当
性
を
持
つ
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
趣
味
に
興
ず
る
志
賀
の
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
姿
を
支
え
る
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
!
と
し
て
の
師
、
若
山
は
、
こ
の
点
で
志
賀
に
は

不
可
欠
な
存
在
で
も
な
か
っ
た
の
か
。
こ
の
よ
う
な
若
山
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
は
、

よ
り
深
く
追
及
す
る
必
要
が
あ
る
。

志
賀
が
若
山
に
絵
画
の
仕
事
を
頼
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
昭
和
一
六
年
(
一
九
四
一
)



七
月
八
日
の
速
達
書
で
「
挿
絵
一
枚
十
円
と
の
事
、
今
電
話
で
返
事
あ
り
、
安
過
ぎ

る
の
で
お
す
す
め
も
出
来
な
い
が
若
し
気
軽
に
や
っ
て
見
る
気
で
も
あ
れ
ば
お
願
ひ

す
る
が
、
面
倒
臭
い
な
ら
、
早
く
断
る
か
ら
返
事
く
れ
玉
サ
に
と
依
頼
し
、
同
年
七

月
二
ニ
日
の
葉
書
「
挿
絵
あ
り
が
た
う

民
坊
に
と
の
志
賀
の
記
述
に
よ
っ
て
、
若
山
が
こ
の
挿
絵
の
仕
事
を
引
き
受
け
た
こ

あ
れ
で
結
構

今
日
電
話
を
か
け
向
ふ
へ

と
が
理
解
さ
れ
る
。
同
時
に
、
若
山
の
仕
事
の
早
さ
を
窺
い
知
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
他
、
昭
和
一
二
年
(
一
九
四
六
)
小
学
館
刊
行
『
三
つ
の
お
話
(
少
国
民
シ

リ
1
ズ
)
』
の
装
相
、
挿
絵
、
昭
和
二
二
年
(
一
九
四
七
)
樫
井
書
庖
刊
行
『
小
僧

(
注
れ
)

の
神
様
(
少
年
の
た
め
の
純
文
学
選
)
』
の
挿
絵
六
葉
を
若
山
が
担
当
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
著
書
は
、
大
著
作
全
集
の
刊
行
と
は
異
な
る
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、

啓
蒙
的
意
味
の
強
い
青
少
年
向
け
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
若
山
が
登
場
す
る
こ
と

は
、
こ
の
画
家
の
置
か
れ
た
立
場
を
意
味
し
て
も
い
よ
う
。
し
か
し
、
若
山
は
、
こ

れ
ら
の
仕
事
を
誠
意
を
持
っ
て
、
親
し
き
、
そ
し
て
尊
敬
す
る
志
賀
の
た
め
に
遂
行

し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
二
人
の
絵
画
を
通
し
た
交
流
の
姿
が
鮮
や
か
に
浮
び
上

が
っ
て
も
こ
よ
う
。

同
志
賀
か
ら
若
山
へ
宛
て
た
手
紙
は
、
現
在
一

O
四
通
ほ
ど
追
さ
れ
て
い
る
。
絵
画

に
関
す
る
も
の
、
志
賀
の
病
気
、
脂
石
に
つ
い
て
の
絵
入
り
の
記
載
な
ど
、
本
当
に

親
し
い
交
友
を
物
語
る
話
題
が
多
い
。
志
賀
自
身
の
奈
良
時
代
を
追
慕
す
る
内
容
も

目
立
つ
。
ま
た
、
若
山
に
し
き
り
に
東
京
へ
転
居
し
な
い
か
と
勧
め
て
い
る
。
事
実
、

若
山
は
昭
和
一
七
年
(
一
九
四
二
)
東
京
世
田
谷
新
町
の
志
賀
邸
近
く
に
転
居
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

転
居
後
、
二
人
の
交
友
は
以
前
に
も
増
し
て
身
近
な
も
の
に
な
り
、
昭
和
一
八
年

(
一
九
四
三
)

一
二
月
下
旬
よ
り
、
翌
年
一
月
中
旬
ま
で
、
関
西
か
ら
九
州
へ
の
旅

に
出
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
の
事
情
つ
い
て
、
志
賀
の
手
帳
「
天
草
紀
行
」
と
い

う
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
食
物
不
足
で
疲
れ
を
感
じ
る
こ
と
に
な
る
よ

う
な
用
も
な
い
東
京
に
い
て
、
身
体
を
衰
弱
さ
せ
る
馬
鹿
馬
鹿
し
さ
か
ら
、
天
草
行

〔
注
目
}

を
自
分
は
発
願
し
た
」
と
動
機
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
天
草
へ
決
め
た
の
は
、
知
人

の
遠
藤
慎
吾
に
、
里
見
拝
の
家
で
「
天
草
は
良
い
」
と
推
奨
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
が
、

一
人
で
行
く
気
に
は
な
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。

「
第
一
に
考
へ
た
の
が
、

一
番
近
い
若
山
為
三
君
で
あ
る
が
、
若
山
君
の
家
で
は

84 

奥
さ
ん
が
少
し
弱
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
一
番
上
の
小
百
合
さ
ん
が
近
頃
東
亜
研
究
所

と
い
ふ
所
へ
出
る
事
に
な
っ
た
の
で
若
山
君
を
連
れ
出
す
と
昼
間
は
弱
い
奥
さ
ん
一

人
に
な
る
と
い
ふ
事
が
、
勧
誘
す
る
に
も
一
寸
具
合
悪
か
っ
た
。
」
と
、
親
し
い
友

人
と
し
て
一
番
先
に
浮
ん
だ
近
所
の
若
山
で
あ
る
が
、
若
山
の
家
庭
の
事
情
で
臨
時

し
て
い
る
志
賀
の
姿
が
あ
る
。

「
又
自
家
で
は
自
家
で
家
内
が
私
一
人
の
旅
は
困
る
。
若
山
さ
ん
が
一
緒
に
な
れ

ば
病
気
を
し
た
場
合
も
心
配
な
い
が
一
人
は
困
る
と
い
ふ
事
で
、
こ
れ
は
私
自
身
と

(
世
剖
}

し
で
も
近
頃
は
そ
の
不
安
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
此
旅
行
の
難
関
だ
と
思
っ
て
い
た
。
」

ら
し
い
。
志
賀
の
み
な
ら
ず
志
賀
夫
人
に
と
っ
て
も
、
近
所
に
住
む
だ
け
で
は
な
い
、

長
年
の
親
し
い
交
友
の
中
に
若
山
へ
の
信
頼
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
大
概
断
ら
れ
る
だ
ら
う
と
思
っ
て
若
山
君
に
話
す
と
、
小
百
合
さ
ん
は
今
は
研



究
所
の
方
は
や
め
て
家
に
ゐ
る
と
い
ふ
事
で
、

一
ト
頃
か
ら
見
る
と
六
貫
自
体
重
の

減
っ
た
若
山
君
は
寧
ろ
私
以
上
の
熱
意
を
示
し
て
く
れ
た
の
で
話
は
忽
ち
、
伺
日
出

(
注
目
v

か
け
る
か
と
い
ふ
具
体
的
な
事
に
一
足
と
び
に
移
っ
て
了
っ
た
。
」
こ
と
に
な
り
、

志
賀
家
に
と
っ
て
心
配
の
な
い
、
若
山
に
と
っ
て
も
楽
し
い
旅
と
な
っ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
志
賀
の
天
草
旅
行
に
つ
い
て
は
、
志
賀
の
年
譜
に
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ

ど
記
さ
れ
る
が
、
若
山
に
つ
い
て
、

ほ
と
ん
ど
そ
の
人
物
に
つ
い
て
の
内
容
を
示
す

記
載
が
な
か
っ
た
。

こ
の
時
期
、
若
山
は
元
気
旺
盛
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
回
和
一
八
年
の
夏
に
は
、
当

時
の
満
州
国
(
現
中
国
東
北
地
方
)

へ
入
っ
て
絵
を
描
い
た
こ
と
も
同
じ
く
手
帳
に

よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
若
山
の
作
画
活
動
の
内
容
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
点
で
注
目

さ
れ
る
。
満
州
国
に
滞
在
中
の
若
山
宛
の
志
賀
の
手
紙
「
二
三
目
前
、
橋
本
か
ら
電

話
で
油
絵
の
絵
具
若
山
君
の
為
め
に
と
っ
て
置
か
う
か
と
い
っ
て
来
た
の
で
頼
ん
で

つ
い
で
に
的
も
な

置
い
た
、
例
の
聖
戦
美
術
の
関
係
で
幾
ら
か
貰
ら
へ
る
ら
し
く
、

(
注
目
)

い
が
、
僕
の
分
も
一
緒
に
頼
ん
で
置
い
た
」
〔
昭
和
一
八
年
六
月
二
六
日
〕

と
い
っ

た
内
容
か
ら
は
、
戦
時
下
、
芸
術
家
の
置
か
れ
た
立
場
が
理
解
さ
れ
る
。

志
賀
と
若
山
の
親
し
い
関
係
は
、
「
芸
術
院
会
員
と
う
/
¥
承
知
し
た
。
二
度
手

一
昨
日
菊
地
来
て
色
々
話
あ
り
自
分
の
都
合
ば
か
り
い
っ
て
ゐ
る

円
住
町
}

わ
け
に
も
行
か
ず
、
昨
日
の
朝
承
知
し
た
ら
、
も
う
夕
刊
に
出
て
ゐ
た
。
」
〔
昭
和
一

紙
で
断
っ
た
が
、

六
年
五
月
二
一
日
〕
、
「
此
間
美
術
院
賞
の
セ
ン
コ
ウ
委
員
と
い
ふ
の
で
呼
ば
れ
た
が

僕
は
欠
席
し
た
と
こ
ろ
、
昨
日
贋
津
に
会
っ
た
ら
、
小
川
未
明
の
童
話
と
尾
山
君
の

歌
と
小
林
の
評
論
と
い
ふ
の
が
候
補
に
な
り
、
多
分
三
っ
と
も
通
る
だ
ら
う
と
い
っ

て
ゐ
た
が
、
こ
の
セ
ン
コ
ウ
僕
も
大
賛
成
だ
が
、

一
寸
君
ま
で
お
知
ら
せ
す
る
、
か

(
花
甜
}

う
い
ふ
事
は
新
聞
な
ど
に
出
る
と
厄
介
な
事
に
な
る
か
ら
君
だ
け
に
し
て
く
れ
玉
へ
」

〔
昭
和
二
六
年
(
一
九
五
一
)
三
月
七
日
〕

の
二
通
の
若
山
宛
の
手
紙
か
ら
、

よ
り

明
白
に
な
っ
て
く
る
。

秘
密
を
打
ち
明
け
る
仲
と
し
て
の
信
頼
感
、
近
所
に
住
み
、
芸
術
家
と
し
て
の
尊

敬
に
基
づ
く
交
友
を
超
え
た
、
本
当
に
人
間
と
し
て
心
底
か
ら
の
親
愛
の
情
に
あ
ふ

れ
た
交
わ
り
の
姿
を
見
る
。
と
り
わ
け
、
次
の
手
紙
は
興
味
深
い
。

「
絵
ハ
ガ
キ
ど
れ
に
し
よ
う
と
迷
ひ
一
番
つ
ま
ら
ぬ
も
の
に
し
よ
う
と
こ
れ
を
選

《
注
目
〉

ん
だ
」
〔
昭
和
一
二
年
(
一
九
四
六
)
六
月
一
四
日
〕
と
い
う
東
大
寺
法
華
堂
礼
堂

の
写
真
の
絵
葉
書
を
志
賀
は
若
山
に
送
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

一
番
つ
ま
ら
ぬ
絵

葉
書
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
軽
口
(
元
談
)
の
い
い
合
え
る
仲
で
あ
る

こ
と
を
示
す
証
で
あ
る
。
志
賀
が
若
山
を
軽
蔑
し
て
語
る
口
調
で
は
な
い
。
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こ
の
よ
う
な
間
柄
に
つ
い
て
は
、
音
楽
家
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
(
一
七
五
六

l
一
七
九

一
)
と
ロ
イ
ト
ゲ
プ
(
一
七
三
二
も
し
く
は
一
七
四
五
l
一
八
一
一
)
の
交
友
関
係

が
思
い
出
さ
れ
る
。
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
宮
廷
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
優
れ
た
ホ
ル
ン
奏
者

で
あ
っ
た
ロ
イ
ト
ゲ
プ
は
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
四
曲
の
ホ
ル
ン
協
奏
曲
を
書
か
せ
た
。

そ
の
中
の
、
ホ
ル
ン
協
奏
曲
第
一
番
の
第
二
楽
章
、

ア
レ
グ
ロ
で
あ
る
の
に
、

い
同

L
V

-
d
-
P
J
 

ン
だ
け
は
ア
ダ
l
ジ
オ
と
書
か
れ
、
譜
面
に
は
野
次
の
書
き
込
み
も
あ
る
。

ホ
ル
ン

協
奏
曲
第
四
番
に
い
た
っ
て
は
、
四
色
の
イ
ン
ク
で
書
か
れ
、
奏
者
を
困
ら
せ
た
譜

面
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
悪
戯
は
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
決
し
て
悪
意
を
抱
い
た
人
物
に
は
行
な

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
悪
口
、
軽
口
を
浴
び
せ
る
相
手
は
、
常
に
、
ご
く

〔
注
岨
}

親
し
く
気
心
の
知
れ
た
仲
間
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、

b
よ
〉
っ
こ
0

・ゅ
4
J
J
ふ
H
H

ふ
J

ロ
イ
ト
ゲ
プ
の
ホ
ル



ン
の
技
術
に
対
す
る
信
頼
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
親
し
み
に
あ
ふ
れ
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
イ
タ
ズ
ラ
の
精
神
は
、
志
賀

の
若
山
宛
の
絵
葉
書
選
択
の
理
由
の
記
述
に
も
共
通
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、

そ
れ
以
上
に
重
要
な
こ
と
は
、
志
賀
に
と
っ
て
、
若
山
の
よ
う
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な

が
ら
親
愛
の
情
の
深
い
友
人
の
存
在
が
、
自
身
の
創
住
出
動
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
っ

た
と
い
う
占
川
で
は
あ
る
ま
い
か
。

加
藤
一
雄
氏
は
「
大
雅
の
こ
こ
ろ
」
と
題
す
る
講
演
会
の
中
で
、

ヴ
ァ
レ
リ
l

(
一
八
七
一

l
一
九
四
五
)
の
言
葉
と
し
て
「
天
才
と
い
う
も
の
の
周
囲
に
は
二
流

三
流
の
人
が
沢
山
お
っ
て
、
ま
、
沢
山
で
な
く
て
も
い
い
で
す
が
と
も
か
く
お
っ
て
、

そ
う
し
て
天
才
と
い
う
も
の
は
出
来
上
が
っ
て
ゆ
く
ん
で
、
た
っ
た
一
人
の
天
才
が

一
人
で
生
き
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
だ
か
ら
、
芸
術
と
い
う
も
の
を

研
究
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
一
流
の
天
才
を
研
究
す
る
の
も
結
構
だ
け
れ
ど
も
、
周
囲

に
お
っ
た
二
流
三
流
の
人
を
も
、
い
っ
ぺ
ん
組
織
的
に
研
究
し
て
み
た
ら
、
案
外
面

白
い
研
究
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
多
少
皮
肉
を
混
ぜ
て
ヴ
ァ
レ
リ
l
は
云
う

(
注
目
)

て
お
り
ま
す
。
」
と
い
う
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。

天
才
、
池
大
雅
の
場
合
、
そ
の
周
囲
の
友
人
と
し
て
、
高
芙
蓉
、
韓
天
需
と
い
っ

た
文
化
人
の
名
を
あ
げ
、
三
人
で
時
々
旅
行
な
ど
を
し
て
大
雅
の
創
作
活
動
あ
る
い

は
人
物
そ
の
も
の
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
加
藤
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。
モ

l
ツ
ァ
ル

ト
と
ロ
イ
ト
ゲ
プ
、
志
賀
と
若
山
も
、
ま
さ
に
こ
の
間
柄
に
該
当
し
、
志
賀
の
芸
術

を
支
え
る
若
山
の
役
割
は
、
芸
術
家
が
存
在
し
て
い
く
上
に
一
つ
の
普
遍
的
な
意
味

あ
る
い
は
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
も
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

若
山
自
身
、
洋
行
帰
り
の
モ
ダ
ン
な
画
家
と
し
て
の
主
張
は
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

ぃ
。
し
か
し
、
結
果
的
に
、
後
世
に
名
を
遣
す
大
画
家
と
し
て
は
、
現
在
美
術
史
の

中
で
そ
の
よ
う
に
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
若
山
と
志
賀
の

親
し
き
交
友
の
内
に
、
文
豪
、
志
賀
直
哉
を
支
え
る
力
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
若
山

の
役
割
は
決
し
て
芸
術
の
世
界
に
あ
っ
て
軽
ろ
ん
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ

れ
て
く
る
。

お

わ

り

に

昭
和
三
六
年
(
一
九
六
一
)

一
月
二
八
日
、
若
山
為
三
は
病
没
し
た
。
こ
の
時
の

様
子
を
阿
川
弘
之
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

「
年
が
明
け
て
昭
和
三
十
六
年
一
月
二
十
八
日
、
今
度
は
若
山
為
三
が
病
没
す
る
。
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東
大
寺
の
上
司
海
雲
和
尚
と
春
陽
会
の
若
山
画
伯
と
、
此
の
二
人
は
、
奈
良
在
住
の

頃
直
哉
が
、
古
い
文
学
仲
間
た
ち
に
対
す
る
以
上
の
親
し
み
を
以
て
、
し
げ
し
げ
と

つ
き
合
っ
て
ゐ
た
友
人
で
あ
る
。
対
米
戦
争
の
始
ま
る
少
し
前
、
奈
良
時
代
が
な
つ

か
し
く
て
な
ら
ぬ
直
哉
の
強
い
す
す
め
で
、
若
山
は
東
京
に
移
る
決
心
を
し
、
世
田

谷
新
町
の
志
賀
家
の
す
ぐ
近
く
に
ア
ト
リ
エ
つ
き
の
家
を
新
築
し
て
、
昭
和
十
七
年

以
来
、
戦
後
も
ず
っ
と
其
処
に
住
み
つ
い
て
ゐ
た
。
だ
が
、
奈
良
で
有
名
だ
っ
た
洋

画
家
も
、
東
京
に
於
て
は
左
程
遇
さ
れ
な
か
っ
た
。
老
来
仕
事
の
業
績
今
一
つ
上
ら

ぬ
ま
ま
、
六
十
七
歳
の
淋
し
い
最
後
を
迎
へ
た
。
葬
儀
の
済
ん
だ
あ
と
、
私
は
先
生

の
供
を
し
て
弔
問
に
行
っ
た
の
で
、
若
山
家
の
、
他
に
訪
ふ
人
も
無
い
ひ
っ
そ
り
閑

〔
注
目
)

と
し
た
作
ま
ひ
が
、
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
」

若
山
は
、
晩
年
、
画
家
と
し
て
は
世
間
か
ら
忘
れ
ら
れ
る
存
在
に
な
っ
て
行
っ
た



こ
と
が
、
こ
の
文
章
中
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。
自
己
の
独
自
の
様
式
へ
の
展
開
を
見

せ
る
こ
と
な
く
、

フ
ラ
ン
ス
か
ら
持
ち
帰
っ
た
当
時
に
は
モ
ダ
ン
で
あ
っ
た
画
風
に

終
始
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
、
従
軍
画
家
的
な
働
き
を
し

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
戦
後
は
、
そ
の
活
躍
の
場
を
見
出
し
難
く
、
時
代
に
置
き
去
り

に
さ
れ
た
と
の
見
方
も
で
き
よ
う
か
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
今
後
の
研
究
に
委
ね
ら
れ

る。
し
か
し
、
若
山
は
、
遣
さ
れ
た
志
賀
の
日
記
、
手
紙
な
ど
か
ら
、
眼
に
は
見
え
な

く
と
も
、

そ
の
親
交
を
通
し
て
、
志
賀
の
創
作
活
動
を
支
え
る
の
に
大
き
な
功
績
が

あ
っ
た
と
評
さ
れ
る
の
に
値
す
る
人
物
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
、
繰
り
返
し
述
べ
る

こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
画
家
の
存
在
に
気
付
く
こ
と
も
、
芸
術
学
の
研
究
上

必
要
で
は
な
い
か
と
の
ヴ
ァ
レ
リ
l
の
言
葉
も
、
再
び
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
か

く
の
如
く
生
き
た
広
島
市
出
身
の
画
家
が
存
在
し
た
の
は
確
実
な
の
で
あ
る
か
ら
。

謝

辞

本
稿
は
、
広
島
芸
術
学
会
第
三
一
回
例
会
で
発
表
し
た
「
若
山
為
一
ニ
と
志
賀
直
哉
」

の
内
容
を
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本
に
書
か
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た
も
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あ
る
。
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の
発
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本
稿
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い
。
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阿
川
弘
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『
志
賀
直
哉

『
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潮
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文
学
ア
ル
バ
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下
』
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一
九
九
四
年

志
賀
直
哉
』
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九
八
四
年

新
潮
社
)

注
3 

岩
波
書
庄
)

ゃ
、
「
サ
ラ
イ
」
第
七
巻
第
四
号
な
ど
に
、
志
賀
の
描
い
た
作
品
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
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哉
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集
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直
哉
全
集
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右
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集
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右
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右
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右
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右
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灰
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九
六
四
年

所

注
13 

収
さ
れ
て
い
る
。

注
14 

『
志
賀
直
哉
全
集

注
15 

同
右

注
16 

同
右

第
一
二
巻
』
(
一
九
七
四
年

第
二
巻
』
(
一
九
七
三
年

第
九
巻
』
(
一
九
七
四
年

第
二
巻
』
(
前
掲
)

第
八
巻
』
(
一
九
七
四
年

岩
波
書
居
)

岩
波
書
庖
)

岩
波
書
居
)
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新
潮
文
庫
)

岩
波
書
庖
)



注
17 

『
志
賀
直
哉
全
集

注
18 

第
一
二
巻
』
(
前
掲
)

注
19 

『
志
賀
直
哉
全
集

志
賀
直
哉
『
灰
色
の
月
・
万
暦
赤
絵
』
(
前
掲
)

第
八
巻
』
(
前
掲
)

注
20 

同
右

注
21 

『
志
賀
直
哉
全
集

注
22 

阿
川
弘
之
『
志
賀
直
哉

注
23 

『
志
賀
直
哉
全
集

注
24 

同
右

注
25 

『
志
賀
直
哉
全
集

注
26 

同
右

注
27 

同
右

注
28 

『
志
賀
直
哉
全
集

注
29 

同
右

注
30 

同
右

注
31 

『
志
賀
直
哉
全
集

注
32 

『
志
賀
直
哉
全
集

注
33 

同
右

注
34 

同
右

注
35 

同
右

注
36 

『
志
賀
直
哉
全
集

注
37 

『
志
賀
直
哉
全
集

注
38 

『
志
賀
直
哉
全
集

第
二
巻
』
(
前
掲
)

上
』
(
一
九
九
四
年

第
二
巻
』
(
前
掲
)

第
八
巻
』
(
前
掲
)

第
一
二
巻
』
(
前
掲
)

第
一
四
巻
』
(
一
九
七
四
年

第
八
巻
』
(
前
掲
)

第
一
三
巻
』
(
一
九
七
四
年

第
一
二
巻
』
(
前
掲
)

第
一
三
巻
』
(
前
掲
)

岩
波
書
庖
)

岩
波
書
庖
)

岩
波
書
居
)

注
39 

同
右

注
40 

石
井
宏
『
帝
王
か
ら
音
楽
マ
フ
ィ
ア
ま
で
』
(
一
九
九
三
年

新
潮
社
)

所
収
さ
れ
る
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、

そ
の
知
ら
れ
ざ
る
遺
品
」
の
中
の
内
容
を
筆

者
が
要
約
し
た
。

注
41 

原
章
二
『
加
藤
一
雄
の
基
』
(
一
九
八
七
年

筑
摩
書
房
)
中
に
所
収
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
講
演
会
は
、

一
九
七
五
年
、
大
和
文
華
館
で
行
な
わ
れ
た
。

注
42 

阿
川
弘
之
『
志
賀
直
哉

下
』
(
前
掲
)

志
賀
直
哉
の
日
記
、
手
紙
な
ど
の
表
現
は
、

で
き
る
だ
け
、
そ
の
表
記
に
従
っ
た
。

た
だ
し
、
漢
字
は
、
人
名
な
ど
を
除
き
、
現
代
の
書
体
に
変
更
し
た
。
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